
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

12．成果と課題 
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	TextField2: 　月に1回の実施のため、新聞を見る習慣づけまでにはならなかったが、人間生活と環境に関わる問題を身近な問題としてとらえ、今後の人との関わりの中で自分はどうしていけば良いかを考える機会が得られたと思う。
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	TextField2: 理科総合Ａ　79人（2クラス）



